
若松港はかつて国内最大の石炭積出港として、日本の近代化に貢献しました。その開発を
担った若松築港株式会社（現・若築建設）は、筑豊炭田から採掘された石炭の積出港として開発・
運営することを目的に1890年に創業し、福岡県知事の認可を得て若松港の改良工事を行い
ました。これはPFI事業※の先駆けです。発起人として地元の有力者が集まり、東京や大阪の
事業家も株主として支援しました。しかし、不況の煽りを食い、当初計画されていた株式募集
は困難を極め、翌年には経営の危機に瀕していました。この時、当社初代社長・石野寛平を救っ
たのが、「近代日本経済の父」と称される渋沢栄一です。

実業家として株式会社組織による企業の創設・育成に力を入れていた渋沢は、1892年に
経営危機打開のため上京した石野に、当社事業に賛同し、株主に加わり相談役に就任する
ことを承諾しました。相談役となった渋沢は東京で、拡張計画に関する大株主の意見の取り
まとめや、増資に関する株主募集、さらには融資に関する支援を行うなど、多くの賛同者を
得ることに尽力しました。

※PFI事業…公共事業を実施するための手法の一つ。民間の資金と経営能力・技術力を活用し、公共施設など
の設計・建設・改修・更新や維持管理・運営を行う公共事業の手法。PFIはPrivate Finance Initiativeの略。
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若築建設は、北九州若松港の築造・運営を目的として、1890（明治23）年に創業し、2025年に135周年を迎えます。
当社はこれまで、海洋土木事業のパイオニアとして港湾、空港建設の大プロジェクトに携わりながら、

陸上、建築、海外工事と事業範囲を拡大し、「『品質と安全』を核とした施工により、お客様の信頼を高め、社会に貢献する。」を
経営方針として事業に邁進してまいりました。

北九州若松で創業した会社




